
構造タンパク質
（細胞や組織の構造を作るタンパク質）

機能タンパク質
（代謝などの生理的機能を担うタンパク質）

貯蔵タンパク質
（アミノ酸や金属イオンなどを貯蔵するタンパク質）

・小麦粉に含まれる全てのタンパク質の7～8割

・主な貯蔵タンパク質は、グルテリンとプロラミン
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これらのタンパク質のアミノ酸組成は、特にグルタミン
(約35%)とプロリン（約14%）が多いため「グルテリン」
や「プロラミン」と命名された。

小麦に含まれるグルテリンは
「グルテニン（glutenin）」
小麦に含まれるプロラミンは
「グリアジン（gliadin）」

グルタミンは、アミノ基が2個あって発芽時の窒素源と
して有用であり、プロリンの前駆物質でもあり、プロ
リンは乾燥や低温に耐えるために重要である。

（出典：a Nature Portfolio OA journal）

グルテニン（glutenin） グリアジン（gliadin）

（原図の出典：F. Rasheed, Published 2015, Materials Science, Agricultural and Food Sciences, Chemistry）

（原図の出典：foodsciencetoolbox.com）

小麦中の貯蔵タンパク質･グリアジンに反応を示す日本人が増えてきている

（原図の出典：fApplied Microbiology and Biotechnology (2021) 105:3045–3059）

小麦粉など、グルテニンとグリアジンが共
存しているところに水を加えて混ぜると、
両者が絡み合って、少量含有しているシス
テインによって強力な結合（ジスルフィド
結合）が生じ、〝グルテン〟となる。

健康上の問題が生じる可能性の有るのは、
グルテンというよりも、グリアジンである。

他には、グルテン不
耐症、グルテン過敏
症というものも存在
する。

グリアジンの種類と疾患
　α-/β-グリアジン
　γ-グリアジン
　ω-グリアジン

 セリアック病

小麦アレルギー

グリアジンは、ヒトのタ
ンパク質分解酵素に
耐性を示す。そのため、
部分的に消化されるこ
とが多く、それによっ
て生じたグリアジンの
断片は小腸上皮の細
胞間隙から侵入し、固
有層に到達する。最も
毒性の高い断片には、
主にプロリンとグルタ
ミンの33のアミノ酸残
基が含まれている。こ
のペプチドは、図に示
された機序によって炎
症を起こすことになる。

<作成：stnv基礎医学研究室>

（特にω-5グリアジン）


